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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
 

じん肺は代表的な労働関連呼吸器疾患であり、完治することがない疾患である。そ

のため対症療法が主体となる。呼吸リハビリテーションの運動療法プログラムやその

効果については、主として慢性閉塞性肺疾患 (Chronic Obstructive Pulmonary 
Disease; COPD) でのエビデンスは示されているが、じん肺患者の呼吸リハビリテー

ションに関する研究は少ない。先行研究では、じん肺患者の多くに呼吸困難感や筋力

低下、身体活動量の低下を認める一方で、身体活動量と身体機能とは関連性がなかっ

たことが報告されている。 
身体活動量は、慢性呼吸器疾患患者の生命予後の最も強い予測因子であることが報

告されており、身体活動量を改善することは呼吸リハビリテーションの最終的な目標

の 1 つである。しかし、呼吸リハビリテーションの身体活動量改善に関するエビデン

スは示されておらず、効果的な介入方法は確立されていない。これは、慢性呼吸器疾

患患者の身体活動量に影響を与える要因が多岐にわたることが一因で、健常高齢者な

どでは身体活動量に心理的要因や環境的要因が関与することが報告されているが、慢

性呼吸器疾患患者ではそれらを含んで検討はなされていない。 
そこで、本研究では心理的ならびに環境的要因を含んだ身体活動量に関連する要因

を明らかにすることを目的とした。 
 
じん肺健診受診者 185 名を解析対象とした自記式質問票を用いた本研究の新知見と

意義は要約すると以下のとおりである。 
1.基本情報、単相関係数等の分析を踏まえてパス解析をおこなった結果、呼吸困難

感と結果期待がじん肺患者の身体活動量に有意に影響を与える要因であった。 
 2. 呼吸困難感は、身体活動量に加えて QOL など多くの要因にも影響を与えており、

じん肺患者において主観的な困難感に対する評価と治療/介入の重要性が示された。 
 3. じん肺患者では、健常高齢者や変形性関節症患者などとは異なり、自宅周辺環境

と身体活動量には関連がみらなかった。 
4. 身体活動量を向上させるためには呼吸困難感を改善する動作・活動方法の介入/指
導とともに、結果期待を高める動機づけや行動変容への働きかけが必要と考えられた。 
 

本研究の要旨は、BMC Pulmonary Medicine 22,2022(IF: 3.317)に掲載されている。  
 
 

以上の理由により、本研究は博士（リハビリテーション療法学）の学位を授与する

に相応しい価値を有するものと評価した。  
  






